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高齢者の色彩感情の実態( 第4報）－性別特性と発達的変化－

相模女大　○川村キミ子　山梨県立女短大　小菅啓子　東京家政学院短大

高野美栄　田原靖子　東京家政大　長塚こずえ　赤池照子

　目的　21世紀に向けて人々の価値感は大きく変化し、物より>bへ、豊かさが求められる

時代となった。急速に進む高齢化は多方面でひずみがみられ、老年期のよりよい生活環境

づくりが問題化されてきた。その一環として本報は。性別による色彩嗜好について、成人

前期、中年期、老年期を発達段階に調査して、それぞれの特性を考察し検討したので報告

する。

　方法　1 )対象　2 )調査時期　3 )手続　4 ）色彩の観察、5 ）地域別　１～３報と

同様　　6 ）年齢　成人前期・25～34歳、中年期･ 35～64歳、老年前期・65~ 74歳、老年後

期･ 75歳以上７）調査場所　１群・老人クラブ１、老人ホーム２、敬老館３、在宅他、2

群・老人クラブ10、老人ホーム∠1、敬老館１、在宅他、３群・老人クラブ2、老人ホーム

１、敬老館６、在宅他、∠1群・老人ホーム９、在宅他。

　結果　性別色彩嗜好は、嗜好色が男はP B系の群青色、こい紫みの青、G 系のマラカイ

トグリーン、女はP B系群青色、暗い紫みの青、Ｒ系のうすい紫みの赤が上位となる。嫌

悪色は、男女ともR 系であざやかな赤であるが、男女の色彩嗜好は潜在的なものに左右さ

れる。女が男より色彩に対し関心が強くみられ、特に和服と結びつけていることは、前報

と同様である。発達段階Itおいて、男はあまり変化はみられず、嗜好色にはP B系、Ｇ系

に対して、女はR 系、P B 系、p 系と加齢に伴い明るい色彩から、灰味を帯びた色彩へと

移行がみられる。嫌悪色は年代にかかわらず赤であるが、老年期に黒が嫌悪色となってい

ることかわかった。
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中学・高校・短大生による被服の色の嗜好変化

県立島根女短大　藤井一枝

　目的　現代における被flgの着用目的は身体の保護mm だけでなく、人間の心a面を反映

した美的磯能の果たす役割が大きい。なかでも、被服の色it人間の心理面にかなり影響を

及ぼ-rものと思われる。そこで、被服に関心のある中学、高校、短大生の女子を対象とし

被服の色の嗜好のちがいを比較検討し、年代による嗜好変化の様子を考察した。

　:s 法　日本色研9 8 色の中から、色相とトーンの異なる2 5色、さらに、この2 5色に

よる二色配色の中､から2 5とおりの組み合せを抽出し、これらの試｡料について、好きと嫌

い、着たいと着たくない色を調べた。さらに、単色では｡ワンピース、二色配色ではブラウ

スとスカートのスタイル画に色紙を貼付した試料を用いて、イメージ調査を行った。

　結果　単色では「好きな色」と「嫌いな色」はほとんど差がみられず、いずれの学生も

約半数が白と黒を好むことがわかった。これは最近のモノトーンの流行が若年層に浸透し

たものと思われる　。「嫌いな色」は紫色と暗いトーンが多ぐ、「着たくない色」では、中

学生はダーク系、短大生はビビッド系、高校生はその中間のトーンを示し、差がみられた、

また、「嫌いな色」と「着たくない色」は必ずしも一致しないこともわかった。二色配色

では、中学生は白を使った配色を好むのに対し、高校生は反対色や黒の配色、短大生はダ

ルトーンなどの渋い配色を好むことがわか？た。イメージ調査では、白とベール系は「軽

い」「涼しい」、ダーク系は「地味な」「重い」イメージが強く、白を除く二色配色の組

み合せは、いずれも「嫌いな」「地味な」「不快な」といった悪いイメ　ージがあり、単色

に比べて配色の調和のむつかしさをあらわしているものと思われる。


